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「
市
議
会
報
あ
や
せ
」
は
、
年
四
回
の

発
行
。
二
月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の

各
十
五
日
の
新
聞
（
休
刊
日
の
場
合
は

十
四
日
）
の
朝
刊
に
折
り
込
ん
で
、
皆
さ

ん
の
ご
家
庭
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
折

り
込
ん
で
い
る
新
聞
は
、
読
売
、
朝
日
、

毎
日
、
産
経
、
東
京
、
神
奈
川
、
日
本
経

済
の
七
紙
で
す
。

 

ま
た
、
新
聞
未
購
読
世
帯
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
、
発
行
日
に
は
、
次
の
公
共
施
設

や
駅
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

■　

公
共
施
設

　

●　

市
役
所
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

　

●　

高
齢
者
福
祉
会
館

　

●　

福
祉
会
館
・
綾
北
福
祉
会
館

　

●　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

●　

な
が
ぐ
つ
児
童
館

　

●　

寺
尾
児
童
館

　

●　

小
園
児
童
館

　

●　

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

　

●　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

●　

中
央
公
民
館

　

●　

各
自
治
会
館

　

●　

各
地
区
セ
ン
タ
ー

　

●　

寺
尾
い
ず
み
会
館

　

●　

南
部
ふ
れ
あ
い
会
館

　

●　

図
書
館

■　

駅
舎

　

●　

相　

鉄　

相
模
大
塚

　

●　

相　

鉄　

さ
が
み
野

　

●　

相　

鉄　

か
し
わ
台

　

●　

相　

鉄　

海
老
名

　

●　

小
田
急　

海
老
名

　

●　

小
田
急　

長
後

 

「
市
議
会
報
あ
や
せ
」

発
行
と
配
布
場
所
の
お
知
ら
せ

や
り
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
目

標
を
掲
げ
達
成
す
る
意
識
を

　

 

清
水　

勝
利

　

問　

市
長
は
施
政
方
針
の
中
で
、
お
役

所
仕
事
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
と
し
た
。

役
所
は
や
る
だ
け
は
や
る
が
、
目
標
を
掲

げ
達
成
す
る
意
識
が
不
足
し
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
市
民
に
は
、
何
億
円
と
か
何
ト

ン
と
か
で
な
く
、
ご
み
に
一
人
当
た
り
一

回
何
百
円
か
か
り
ま
す
な
ど
、
実
感
の
持

て
る
小
さ
な
数
字
を
具
体
的
に
挙
げ
、
協

力
を
得
る
よ
う
な
意
識
も
、
今
後
必
要
で

あ
る
。
ご
み
の
削
減
を
最
終
目
標
に
、
水

切
り
容
器
を
全
戸
配
布
す
る
と
い
う
小
さ

な
目
標
を
掲
げ
た
が
、
全
戸
に
配
布
で
き

た
の
か
。
ま
た
、
今
年
度
中
に
必
ず
全
部

配
り
終
え
て
も
ら
い
た
い
が
、
も
と
も
と

ど
の
よ
う
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
っ
て
全
戸

配
布
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
か
。

　

答　

職
員
に
は
、市
民
へ
の
情
報
提
供
と

と
も
に
目
標
管
理
、コ
ス
ト
管
理
あ
る
い
は

費
用
対
効
果
の
検
証
等
を
し
っ
か
り
と
さ

せ
た
い
。生
ご
み
水
切
り
容
器
に
つ
い
て
は
、

可
燃
ご
み
が
特
に
減
ら
な
い
た
め
、ご
み
の

減
量
に
効
果
の
大
き
い
水
切
り
の
Ｐ
Ｒ
手

段
と
し
て
配
布
す
る
も
の
で
、自
治
会
の
協

力
が
最
大
で
現
在
二
万
五
千
九
百
三
十
個

を
配
布
し
た
ほ
か
、市
民
課
窓
口
で
の
転
入

者
へ
の
配
布
や
美
化
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め

と
し
た
公
共
施
設
等
及
び
各
行
事
で
配
布

し
、全
体
で
二
万
七
千
五
百
個
を
配
布
し
た
。

理
想
は
全
戸
の
三
万
一
千
世
帯
に
行
き
渡

る
こ
と
だ
が
、そ
う
簡
単
で
な
い
の
が
現
実

で
あ
り
、も
っ
と
広
報
紙
等
で
周
知
し
配
布

に
努
め
る
。

　

神
奈
川
ネ
ッ
ト 

渡
部　

市
代

　

問　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
恐
ろ
し
さ
は
、
気

づ
か
ぬ
う
ち
に
吸
い
込
ん
で
し
ま
い
、
数

十
年
後
に
肺
が
ん
や
中
皮
腫
な
ど
の
病
気

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で

あ
る
。
特
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
建
築

物
の
解
体
時
の
飛
散
が
、
最
も
深
刻
な
問

題
で
あ
る
。
公
共
施
設
に
対
し
て
は
、
早

期
に
補
正
予
算
を
組
み
対
応
し
て
い
る
こ

と
は
評
価
す
る
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る

民
間
建
築
物
に
対
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

は
。
ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
一
般
廃

棄
物
に
対
す
る
対
応
も
ま
だ
だ
が
、
次
期

作
成
予
定
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
の
一
般
廃
棄
物
の
廃
棄
方

法
や
問
い
合
わ
せ
先
等
を
記
載
し
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
飛
散
拡
大
を
防
い
で
は
ど
う
か
。

　

答　

公
共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
で

は
、
七
十
六
施
設
中
二
カ
所
に
あ
り
除
去

を
す
る
。
市
内
の
民
間
建
築
物
に
つ
い
て

は
、
国
の
指
導
で
県
が
調
査
し
て
お
り
、

調
査
対
象
の
建
物
九
十
一
棟
の
う
ち
、
五

棟
に
吹
き
付
け
が
あ
っ
た
が
、
市
に
は
指

導
権
が
な
く
国
・
県
が
適
正
に
指
導
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
る
。

ま
た
、
県
土
木
事
務
所
で
建
築
確
認
の
許
認

可
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
細
か

な
状
況
を
把
握
で
き
な
い
が
、
市
民
の
不
安

解
消
と
健
康
を
守
る
た
め
、
約
二
万
九
千
棟

に
独
自
調
査
が
可
能
か
検
討
し
、
前
向
き
に

対
処
し
て
い
き
た
い
。
一
般
廃
棄
物
の
関
係

は
、
収
集
困
難
物
に
あ
た
る
か
も
含
め
、
よ

く
情
報
収
集
し
新
分
別
ガ
イ
ド
の
中
に
工
夫

し
載
せ
て
い
き
た
い
。

飛散アスベスト問
題に対する市とし
ての対策を万全に

　

公
明
党 

矢
部
と
よ
子

　

問　

高
齢
化
に
よ
り
増
大
す
る
医
療
費

を
抑
制
す
る
に
は
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
努
め
る
こ
と
や
人
口
透
析
な

ど
高
額
医
療
に
つ
な
が
る
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
若
い
段
階
か
ら
予
防
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
本
市
で
は
健
康
づ
く

り
と
し
て
、
意
識
調
査
や
基
本
調
査
後
の

フ
ォ
ロ
ー
な
ど
細
部
に
わ
た
り
実
施
し
て

い
る
が
、
受
診
者
を
増
や
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
実
施
し
て
い
る
各
種
健
康
教
育
を

今
後
は
地
域
ご
と
に
開
催
し
、
健
康
普
及

員
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
だ
れ
も
が
参

加
で
き
る
き
め
細
か
な
内
容
と
す
る
こ
と

で
、
参
加
者
の
増
大
を
図
る
べ
き
で
は
。

　

答　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
つ
く
る
い
き

い
き
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
健

康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
や
意
欲
を
高
め

る
た
め
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
骨
粗
し
ょ

う
症
、
高
脂
血
症
な
ど
の
健
康
教
育
と
保

健
師
と
栄
養
士
が
講
話
や
相
談
を
行
う
出

張
ミ
ニ
健
康
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。
ま

た
、
基
本
健
康
診
査
後
は
健
康
教
育
や
健

康
相
談
の
開
催
案
内
を
個
別
通
知
し
て
お

り
、
今
後
は
さ
ら
に
生
活
習
慣
病
の
予
防

と
改
善
に
役
立
つ
よ
う
結
果
説
明
会
を
実

施
し
て
い
く
。
地
域
ご
と
に
だ
れ
も
が
参

加
で
き
る
健
康
教
育
の
開
催
は
、
健
康
あ

や
せ
普
及
員
と
協
力
し
て
出
張
ミ
ニ
健
康

講
座
の
拡
充
か
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

（
他
に
「
教
育
費
へ
の
助
成
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

医療費抑制のため
地域に出向き健康
教育を実施しては

　

新
政
会 

山
田　

晴
義

　

問　

部
活
動
は
中
学
校
生
活
に
お
い
て

大
変
大
き
な
影
響
を
持
つ
学
習
の
機
会
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味

か
ら
も
部
活
動
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
中
学
校

に
お
け
る
部
活
動
の
役
割
と
意
義
、
ま
た
、

所
属
の
状
況
、
さ
ら
に
部
活
動
に
よ
り
学

校
の
変
更
が
で
き
る
制
度
導
入
後
の
経
過

と
状
況
、
教
員
の
人
事
異
動
と
部
活
動
顧

問
と
の
関
連
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、

教
員
だ
け
で
の
運
営
が
難
し
い
状
況
で
あ

る
の
な
ら
ば
、
部
活
動
の
指
導
顧
問
や
指

導
協
力
者
を
増
強
し
、
部
活
動
の
円
滑
な

運
営
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

部
活
動
の
役
割
と
意
義
は
、
能
力

や
技
能
を
伸
ば
す
中
で
自
己
の
個
性
を
発

見
し
自
己
実
現
が
図
れ
、
併
せ
て
活
動
を

通
し
て
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
育
て
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
今
年
度
の
加
入
率
は

五
月
時
点
で
八
十
三
・
五
％
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
部
活
動
に
よ
る
学
校
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
六
年
生
全
員
に
文
書

を
配
布
し
て
、
希
望
者
に
は
説
明
会
を
開

催
し
、
実
際
に
見
学
を
さ
せ
た
上
で
保
護

者
と
面
談
し
て
決
め
て
お
り
、
今
年
度
は

十
五
名
を
受
け
入
れ
た
。
ま
た
、
人
事
異

動
と
部
活
動
顧
問
に
関
し
て
の
配
慮
は
難

し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
部
活
動
振
興
会

を
中
心
に
指
導
顧
問
、
指
導
協
力
者
の
派

遣
を
積
極
的
に
行
い
課
題
の
解
決
を
図
る
。

（
他
に
「
校
内
研
究
の
現
状
と
成
果
に
つ

い
て
」
を
質
問
）

部活動により学校
の変更ができる制
度の流れと状況は

12月19日、中心市街地としてにぎわいをみせている寺尾上土棚線の一部が4車線
になりました。あんなに渋滞していたのに今ではうそのようにスムーズです


